


（第二面）

法人の場合のみ記入する。（該当者がいない場合は上部余白に「該当なし」と記入する。）

   

項番５２

① 「フリガナ」及び「氏名」の欄は、左詰めで記入し、姓と名の間を 1 文字空ける。 

② 「生年月日」の欄は、最初の□に元号コードを記入し、１ケタの数字の場合は、前に「０」を記入する。

元号コード 

M 明治 T 大正 S 昭和 H 平成 R 令和 

③ 「市区町村コード」は「市区町村コード表」を参照して記入する。

④ 「住所」の欄は、都道府県、市郡区、区町村を段外に記載し、下段の枠内には市区町村以下を記入する。

この場合、丁目、番地、号は「―（ダッシュ）」で区切り、上段から左詰めで記入する。 

⑤ 1 枚に書ききれない場合は、同じ様式により追加記入し、次に添付する。 

⑥ 「割合」の欄は、株式会社にあっては該当する株主につき保有株式の発行済総数に対する割合を、その他の法

人にあっては該当する出資者につき出資金額の出資金総額に対する割合を記入する。

４ ５ ６ ７ １ ５ 新潟県知事(５)第４５６７号の場合 
新潟県の免許権者番号→15 
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